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広報

102018.平成30年

種下ろしフォトレポート

第180号議会だより
巡回狂犬病予防接種
畜犬登録日程

好評／連載企画チャレンジたつごう

法人が目指すもの
龍郷町の人口　平成30年９月末現在(前年比)　3,076世帯（+40） 男2,913人（+2） 女3,131人（+14） 計6,044人（+16）
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2018 種下ろし
今年も安木屋場集落、芦徳集落が先陣を切り

町内各集落の種下ろしがスタートしました。

どの集落もたくさんの料理と

笑顔にあふれる夜でした。
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龍郷町
議会だより

発行 / 龍郷町議会
編集 / 議会だより編集委員会
〒 894-0192
大島郡龍郷町浦 110 番地
ＴＥＬ 0997-62-3111（内線 232）
ＦＡＸ 0997-62-2535

・一般質問（６名が登壇）・・・・・・５～10ページ

・議決結果   ・・・・・・・・・・・ 11ページ

平成３０年第３回定例会

第１８０号

９月第３回議会定例会の様子
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①久場集落道路整備について
②尾ら川尻の避難港の整備について
③農業振興について
④路線バス対策について

岩﨑　晴海　議員
P８

①自然災害への対応について
②福祉行政について
③財政健全化への取り組みについて
④外来種対策について

德永　義郎　議員
P７

①道路整備について
②生活環境について
③自衛隊官舎整備のための宿舎払
　　下げについて

伊勢　勝義　議員
P10

①バス運行廃止路線について
②龍郷町行政改革大綱について
③地方創生を考えるについて

平岡　馨　議員
P９

①防災について
②農政について
③荒波地区活性化について
④組織、機構について

伊集院　巖　議員
P６

①行政改革について
②教育行政について
③県・国有地の利活用について
④ステ川採石場について

圓山　和昭　議員
P５

一般質問とは…

　各議員が住民の代表として 、町の行財政全般にわたり 、
事務の執行状況や将来に対する方針を聞き 、町当局の考
え方や疑問をただすことです。
　単に疑問をはらし、事実関係を明らかにするだけでなく、
現行政策の見直しや新規政策を提言する議員の重要な活
動です。
　本町議会の質問時間は、１人60分以内となっています。

一般質問

※掲載内容については、質問者が質問と答弁を要約し、
　龍郷町議会広報委員会が編集したものです。
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問　

　

職
員
の
定
員
数
は
適
正
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

今
後
は
複
雑
化
・
多
様
化
す

る
町
民
ニ
ー
ズ
や
行
政
需
要
の

動
向
等
も
勘
案
す
る
と
と
も

に
、
平
成
32
年
度
よ
り
施
行
さ

れ
る
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
」
の
施
行
に
伴
い
常
勤
・
非

常
勤
の
職
員
数
の
増
減
も
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
「
定
員
適
正

化
計
画
」
の
見
直
し
を
含
め
、

定
員
管
理
の
適
正
化
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

問　

　

職
員
育
成
の
為
の
実
効
性
の

あ
る
研
修
と
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
研
修
と

と
も
に
、
副
町
長
に
よ
る
全
職

魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定

着
し
て
い
け
る
よ
う
見
直
し
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

問　

　

小
・
中
学
校
普
通
教
室
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
。

　

答　
（
教
育
長
）　

　

51
教
室
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
の
国
や
県
の
補
助
制
度
の
動

向
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

通
学
手
荷
物
の
軽
量
化
に
つ

い
て
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

本
町
の
実
態
は
、
宿
題
に
使

わ
な
い
教
科
書
や
副
教
材
等
に

つ
い
て
は
学
校
に
置
く
こ
と
を

許
可
し
て
い
ま
す
。

　

問　

　
「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
の

授
業
の
所
見
と
課
題
は
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
そ
れ

を
文
章
で
ど
う
表
現
し
て
い
く

圓山　和昭 議員

　

問　

　

瀬
留
地
区
国
有
地
に
つ
い
て

所
管
省
庁
の
方
針
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

旧
大
蔵
省
名
義
で
地
目
は
雑

種
地
。
九
州
財
務
局
の
所
管
で

す
が
、
集
落
か
ら
の
要
望
及
び

町
が
活
用
す
る
必
要
が
生
じ
ま

し
た
ら
、
払
い
下
げ
の
申
請
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

問　

　

現
在
の
状
況
と
今
後
の
対
応

は
。

　

答
（
町
長
）　

　

業
者
は
新
た
な
採
掘
許
可
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
は
県

の
指
導
の
下
、
跡
地
整
理
と
し

て
採
掘
跡
の
埋
戻
し
の
た
め
、

建
設
残
土
の
受
入
れ
の
み
を

行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

員
を
対
象
と
し
た
研
修
、
採
用

３
年
目
ま
で
、
５
年
目
ま
で
の

職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
等
を

実
施
致
し
ま
し
た
。
今
年
度
は

新
規
採
用
職
員
を
対
象
に
、
初

め
て
民
間
接
遇
マ
ナ
ー
講
師
を

招
い
た
研
修
も
実
施
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

問　

　

保
育
所
業
務
が
町
民
税
務
課

管
轄
で
あ
る
理
由
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

従
来
、
保
健
福
祉
課
に
所
管

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
13

年
度
に
町
民
課
に
移
管
さ
れ
た

経
緯
が
あ
り
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
保
育
行
政
を
含
め
た
子

育
て
支
援
業
務
の
統
合
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
検
討
課
題
と
捉

え
課
の
再
編
も
視
野
に
入
れ
、

効
果
的
な
方
法
を
模
索
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

年
間
恒
例
行
事
の
検
証
、
見

直
し
の
必
要
性
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

各
種
行
事
に
つ
い
て
は
町
民

負
担
を
抑
え
な
が
ら
慣
習
に
と

ら
わ
れ
ず
、
将
来
に
お
い
て
も

か
が
一
番
の
課
題
。
指
導
主
事

の
積
極
的
な
派
遣
や
資
料
の
提

供
を
行
い
、
道
徳
の
評
価
に
つ

い
て
の
理
解
啓
発
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

問　

　

２
０
２
０
年
度
小
学
校
「
英

語
」
の
授
業
、
教
科
化
に
向
け

て
の
対
策
と
課
題
は
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

授
業
時
数
の
生
み
出
し
方

と
、教
師
の
「
外
国
語
科
」「
外

国
語
活
動
」
の
授
業
へ
の
対
応

や
そ
の
た
め
の
英
語
力
の
向
上

が
課
題
で
す
。

　

問　

　

本
町
の
学
力
向
上
へ
の
取
り

組
み
は
。

　

答　
（
教
育
長
）　

　

昨
年
度
か
ら「
龍
進
未
来
塾
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。「
自
己

肯
定
感
」
を
高
め
る
取
組
を
全

学
校
で
実
践
し
て
い
ま
す
。「
自

己
肯
定
感
」
の
高
い
学
校
の
子

ど
も
た
ち
は
、
学
力
も
高
い
。

行
政
改
革
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

県
・
国
有
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

ス
テ
川
採
石
場
に
つ
い
て

広
報
た
つ
ご
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問　

　

小
中
学
校
及
び
通
学
路
に
お

け
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
点

検
結
果
と
今
後
の
対
策
は
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

本
町
で
も
各
小
中
学
校
施
設

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
安
全
点
検
を
８

月
ま
で
に
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
建
築
基
準
法
に
よ
り
点
検

し
ま
し
た
が
、
高
さ
制
限
や
老

朽
化
に
よ
り
、
補
修
等
が
必
要

な
箇
所
が
多
数
と
な
っ
て
い
ま

す
。
新
年
度
に
お
い
て
、
学
校

施
設
を
優
先
的
に
補
修
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
通
学
路
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
の
安
全
点
検
で
す
が
、

ほ
と
ん
ど
が
個
人
所
有
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
今
後
の
対
策
と

し
て
は
、
所
有
者
に
理
解
を
求
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

関
し
て
は
、
今
後
、
関
係
者
及

び
集
落
、
関
係
各
課
と
協
議
し

て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

問　

　

防
災
無
線
の
受
信
状
態
が
悪

い
時
が
あ
る
が
町
内
全
域
の
調

査
の
必
要
性
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

防
災
無
線
に
つ
い
て
は
、
年

一
回
の
法
定
点
検
に
よ
り
発
信

元
の
機
器
や
電
波
状
況
に
つ
い

て
、
電
気
通
信
業
者
に
よ
り
毎

年
点
検
と
調
査
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
す
べ
て
戸
別
受

信
機
の
受
信
状
況
調
査
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
全
域
の
調
査
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

問　

　

営
農
研
修
セ
ン
タ
ー
構
想
に

替
わ
る
農
業
振
興
策
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

今
後
は
他
の
視
点
か
ら
も
農

業
後
継
者
の
育
成
を
図
り
た
い

と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
町
立

の
農
業
振
興
公
社
ま
た
は
農
業

法
人
を
設
立
し
、
各
種
農
業
機

械
を
購
入
し
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を

常
用
雇
用
し
て
、
農
作
業
の
受

託
や
法
人
自
ら
も
耕
作
放
棄
地

及
び
荒
廃
農
地
を
借
受
け
て
、

開
墾
し
て
新
た
な
農
地
と
し
て

再
生
し
、
独
自
で
生
産
活
動
を

実
施
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

水
土
里
サ
ー
ク
ル
活
動
の
広

域
化
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

各
組
織
が
苦
慮
し
て
い
る
事

務
の
煩
雑
を
簡
素
化
す
る
た
め

に
も
、
事
務
の
一
元
化
の
メ

リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
事
業
の
新
規
導
入
を
推

進
し
て
い
き
な
が
ら
、
町
全
体

で
の
広
域
的
な
組
織
づ
く
り
も

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

シ
マ
ア
ザ
ミ
栽
培
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
展
開
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

暑
い
時
期
に
は
、
苗
の
植
栽

は
向
き
ま
せ
ん
の
で
９
月
下
旬

頃
に
植
え
付
け
を
す
る
よ
う
作

業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

試
験
栽
培
の
結
果
を
踏
ま
え
た

う
え
で
、
関
係
各
課
と
十
分
協

議
し
、
来
年
度
以
降
の
展
開
に

つ
い
て
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

問　

　

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室

の
組
織
上
の
位
置
づ
け
と
他
課

と
の
連
携
は
と
れ
て
い
る
の
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室

は
、
行
政
改
革
や
行
政
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
策
と
し
て
、
本
町
の

活
性
化
に
向
け
て
喫
緊
の
課
題

に
早
急
に
取
り
組
む
た
め
、
平
成

30
年
４
月
に
総
務
課
内
に
設
置

し
ま
し
た
。
他
課
と
の
連
携
に

つ
き
ま
し
て
は
、
総
合
振
興
計

画
や
地
方
創
生
総
合
戦
略
な
ど

他
課
と
の
関
わ
り
が
広
く
深
い

業
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

連
絡
調
整
を
図
り
な
が
ら
業
務

を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

伊集院　巖 議員

　

問　

　

通
学
路
に
お
け
る
個
人
所
有

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
改
築
等
に

対
す
る
補
助
は
で
き
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

補
助
制
度
に
つ
い
て
は
財
源

の
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
検

討
し
て
参
り
ま
い
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

問　

　

赤
尾
木
作
下
商
店
横
の
水
路

の
拡
幅
は
で
き
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

こ
の
水
路
は
、
平
成
23
年
の

奄
美
豪
雨
災
害
時
に
排
水
量
が

多
く
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
集
落
内
の
拡
幅
に

防
災
に
つ
い
て

農
政
に
つ
い
て

荒
波
地
区
活
性
化
に
つ
い
て

組
織
、
機
構
に
つ
い
て

作下商店前

広
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ご
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ォ
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問　

　

大
雨
や
台
風
の
防
災
対
策
・

避
難
へ
の
取
り
組
み
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

事
前
に
防
災
行
政
無
線
で
台

風
対
策
の
周
知
を
行
っ
た
り
、

避
難
に
つ
い
て
も
早
い
時
期
で

の
自
主
避
難
の
よ
び
か
け
、
各

集
落
区
長
や
民
生
委
員
な
ど
を

通
じ
て
連
絡
を
行
う
な
ど
の
対

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

問　

　

地
震
や
津
波
の
防
災
対
策
・

避
難
へ
の
取
り
組
み
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

震
度
４
以
上
の
緊
急
地
震
速

報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
は
、

「
ジ
ェ
イ
ア
ラ
ー
ト
」
と
連
動

し
自
動
的
に
防
災
行
政
無
線
に

て
緊
急
放
送
を
行
う
体
制
を
整

め
な
が
ら
、
住
民
の
声
を
た
く

さ
ん
拾
い
な
が
ら
、
今
後
ど
の

よ
う
に
介
護
保
険
事
業
計
画
に

盛
り
込
ん
で
い
く
の
か
を
判
断

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

　

問　

　

平
成
32
年
度
よ
り
支
給
が
予

定
さ
れ
て
い
る
非
常
勤
職
員
へ

の
ボ
ー
ナ
ス
支
給
へ
の
対
応

は
。

　

答
（
町
長
）　

　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自

治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

に
よ
り
「
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
」
を
創
設
し
、
任
用
、
服

務
規
則
等
の
整
備
を
図
る
と
と

も
に
、
任
用
要
件
の
厳
格
化
を

行
い
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に

つ
い
て
は
「
期
末
手
当
」
の
支

給
を
可
能
と
す
る
も
の
で
す
。

雇
用
す
る
人
員
数
や
支
給
さ
れ

る
金
額
が
未
確
定
の
状
況
で
あ

り
ま
す
が
、
支
出
が
増
大
す
る

こ
と
は
確
実
に
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
今
後
、
財
源
の
確
保
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

德永　義郎 議員

備
し
て
お
り
ま
す
。
地
震
が
発

生
し
た
際
の
訓
練
に
つ
い
て

は
、
毎
年
緊
急
地
震
速
報
の
全

国
一
斉
訓
練
を
利
用
し
た
、「
初

期
対
応
訓
練
」（
シ
ェ
イ
ク
ア

ウ
ト
訓
練
）
を
町
内
全
域
に
呼

び
か
け
て
お
り
、
町
民
の
皆
様

の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

問　

　

都
市
部
よ
り
の
福
祉
施
設
の

誘
致
に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

平
成
27
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し

た
「
龍
郷
町
創
生
総
合
戦
略
」

の
中
で
は
新
規
事
業
所
の
呼
び

込
み
、
雇
用
拡
大
、
移
住
者
等

に
対
す
る
地
域
の
支
援
が
組
み

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
都
市
圏
高

齢
者
の
地
方
分
散
が
う
た
わ
れ

て
お
り
、「
老
後
を
龍
郷
町
で
」

と
い
う
高
齢
者
が
移
住
し
て
き

て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
ま

す
、
た
だ
一
方
で
安
心
、
安
全

な
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
の
原

点
に
鑑
み
、
状
況
を
十
分
見
極

お
り
ま
す
。

　

問　

　

町
債
返
済
の
計
画
と
自
主
財

源
確
保
へ
の
取
り
組
み
は
。

　

答
（
町
長
）　

　
「
都
市
再
生
整
備
事
業
」
や

「
中
学
校
屋
内
運
動
場
整
備
事

業
」
な
ど
特
殊
事
情
に
よ
り
元

金
の
償
還
額
を
超
え
る
町
債
の

発
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。
交
付

税
措
置
の
あ
る
有
利
な
起
債
の

発
行
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
出

来
る
だ
け
元
金
の
償
還
額
を
超

え
る
よ
う
な
町
債
の
発
行
を
控

え
残
高
の
削
減
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。
乏
し
い
自
主
財
源
の
中

で
多
く
を
占
め
る
町
税
の
安
定

し
た
確
保
は
極
め
て
重
要
で
あ

り
、
今
後
も
徴
収
率
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

問　

　

外
来
植
物
へ
の
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

最
短
で
２
０
２
０
年
の
世
界

自
然
遺
産
登
録
の
再
挑
戦
を
目

指
す
う
え
で
も
重
要
な
施
策
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係

機
関
と
さ
ら
に
連
携
を
強
め
、

町
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
頂

き
な
が
ら
地
域
一
体
と
な
っ
て

こ
の
問
題
解
決
に
向
け
、
対
策

を
講
じ
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

写
真
提
供

環
境
省
那
覇
自
然
環
境
事
務
所

自
然
災
害
へ
の

対
応
に
つ
い
て

福
祉
行
政
に
つ
い
て

財
政
健
全
化
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

外
来
種
対
策
に
つ
い
て

重点対策外来種　ホテイアオイ 特定外来生物　オオキンケイギク
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問　

　

集
会
場
前
の
町
道
は
、
広
場

と
一
緒
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
道
路
の
部
分
の
舗
装
を
し

な
い
と
、
雨
が
降
っ
た
後
は
、

水
溜
り
が
出
来
て
補
修
し
て
い

る
現
状
で
す
。
整
備
は
出
来
な

い
か
。

装
と
合
わ
せ
た
補
助
事
業
は
出

来
な
い
か
、
検
討
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　

問　

　

尾
ら
川
尻
の
避
難
港
は
土
砂

が
蓄
積
し
て
水
深
が
浅
く
な
っ

て
い
ま
す
。
土
砂
の
除
去
は
出

来
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

こ
の
避
難
場
所
は
、
台
風
時

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

漁
協
や
関
係
者
と
調
整
を
行
い

対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問　

　

農
業
の
後
継
者
不
足
が
叫
ば

れ
て
い
る
中
で
、
農
業
を
活
性

化
す
る
に
は
、
農
機
を
町
が
購

入
し
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
確
保

し
て
、
農
家
の
要
望
に
対
応
す

る
対
策
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
。

　

答
（
町
長
）　

　

農
業
の
振
興
に
は
、
機
械
化

は
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

本
町
の
農
業
に
適
し
た
機
械
の

導
入
を
し
て
法
人
化
組
織
の
育

成
を
図
り
、
き
め
細
か
な
対
応

を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

問　

　

団
塊
の
世
代
と
言
わ
れ
た

方
々
が
、
後
期
高
齢
化
を
迎
え

ま
す
。
運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
や
運
転
が
不
能
な
方
が
、
多

数
出
て
く
る
時
代
が
や
っ
て
参

り
ま
す
。

　

路
線
バ
ス
を
環
状
線
方
式
を

参
考
に
、
利
用
し
や
す
い
ダ
イ

ヤ
構
成
に
出
来
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

町
内
の
バ
ス
路
線
は
、
国
庫

補
助
を
受
け
た
路
線
構
成
に

な
っ
て
い
ま
す
。
本
町
の
東
回

り
（
平
田
、
奥
又
）
か
ら
本
町

役
場
か
ら
秋
名
線
、
西
回
り

（
平
田
、
奥
又
か
ら
大
熊
、
有

良
、
秋
名
）
線
と
、
環
状
線
方

式
に
な
っ
て
お
り
、
利
用
し
や

す
い
ダ
イ
ヤ
構
成
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
笠
利
線
、
龍
郷

線
が
接
続
さ
れ
て
お
り
、
本
町

の
地
理
的
条
件
に
合
っ
た
運
行

が
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

問　

　

町
民
の
意
見
な
ど
を
参
考

に
、
路
線
バ
ス
維
持
を
図
ら
れ

な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

路
線
バ
ス
の
運
行
経
路
ま

た
、
割
安
運
賃
の
周
知
や
、
利

用
さ
れ
る
方
の
意
見
を
参
考

に
、
出
来
る
限
り
町
民
の
要
望

に
応
え
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

岩﨑　晴海 議員

　

答
（
町
長
）　

　

こ
の
道
路
は
、
全
長
88
メ
ー

ト
ル
で
補
助
事
業
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。
道
路
の
利
用
形
態

や
周
辺
の
地
形
、
排
水
経
路

等
、
調
査
を
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

問　

　

久
場
集
落
前
か
ら
集
落
内
へ

の
道
路
に
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

設
置
と
、
反
対
側
の
三
面
側
溝

の
蓋
の
設
置
は
出
来
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

現
在
の
三
面
張
り
側
溝
に

は
、
蓋
板
の
設
置
は
構
造
上
不

可
能
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
改

良
に
は
多
額
の
財
源
を
伴
う
こ

と
か
ら
、
集
会
場
前
の
道
路
舗

久
場
集
落
道
路
整
備
に
つ
い
て

尾
ら
川
尻
の
避
難
港
の

整
備
に
つ
い
て

路
線
バ
ス
対
策
に
つ
い
て

農
業
振
興
に
つ
い
て

尾ら川尻の避難港

久場集会場前道路

久場集落道

広
報
た
つ
ご
う

10
月
号

ト
ピ
ッ
ク
ス

チ
ャ
レ
ン
ジ

た
つ
ご
う

フ
ォ
ト

レ
ポ
ー
ト

奄
美
野
生
生
物

保
護
セ
ン
タ
ー

企
画
観
光
課

議
会
だ
よ
り

保
健
福
祉
課

生
活
環
境
課

町
の
動
き

り
ゅ
う
が
く
館

そ
の
他

お
知
ら
せ



-9- Tatsugo

　

問　

　

戸
口
～
ビ
ッ
グ
ツ
ー
路
線
、

カ
レ
ッ
タ
ハ
ウ
ス
～
赤
尾
木
郵

便
局
前
の
廃
止
に
つ
い
て
今
後

の
対
応
は
。

事
業
の
必
要
性
な
ど
を
評
価
し

て
い
ま
す
。
職
員
配
置
や
事
務

分
掌
に
つ
い
て
は
現
状
や
課
題

及
び
要
望
等
の
聞
き
取
り
を

行
っ
て
お
り
次
年
度
以
降
の
組

織
機
構
の
見
直
し
や
職
員
の
配

置
等
に
反
映
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

問　

　

地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
あ

た
り
、
龍
郷
町
の
個
性
、
可
能

性
を
十
分
に
反
映
し
た
取
り
組

み
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

観
光
客
が
必
ず
通
る
町
で
あ

り
、
且
つ
、
島
な
ら
で
は
の
暮

ら
し
と
生
活
の
利
便
性
を
両
立

で
き
る
町
だ
と
自
負
し
て
い
ま

す
、
定
住
人
口
を
維
持
す
る
と

と
も
に
観
光
や
仕
事
で
訪
れ
る

人
々
が
足
を
留
め
る
場
所
を
増

や
し
、
町
内
で
の
滞
在
期
時
間

を
延
ば
す
こ
と
で
地
域
内
消
費

を
拡
大
さ
せ
る
取
り
組
み
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問　

平岡　馨 議員

　

答
（
町
長
）　

　

戸
口
～
ビ
ッ
グ
ツ
ー
線
に
つ

き
ま
し
て
は
、
バ
ス
の
代
わ
り

に
４
人
乗
り
タ
ク
シ
ー
に
よ
る

運
航
と
し
、
カ
レ
ッ
タ
ハ
ウ
ス

～
赤
尾
木
局
前
は
廃
止
路
線
と

し
ま
す
。
今
後
利
用
者
の
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

町
民
の
ニ
ー
ズ
を
ど
の
様
に

分
析
し
て
い
る
の
か
。　

　

答
（
町
長
）　

　

こ
れ
ま
で
の
行
政
改
革
等
の

成
果
や
課
題
を
踏
ま
え
つ
つ
持

続
可
能
で
自
立
し
た
地
域
社
会

を
創
る
た
め
の
新
た
な
考
え
で

質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
継
続
的
に
実
現
で
き
る
町

政
運
営
を
目
指
す
も
の
と
し
て

い
ま
す
。

　

問　

　

行
政
組
織
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
を
作

成
し
事
業
の
効
果
や
課
題
そ
の

　

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
制
度

や
休
暇
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
構

築
す
る
事
も
手
立
て
だ
と
思
い

ま
す
が
。

　

答
（
副
町
長
）　

　

み
ら
い
会
議
で
あ
る
べ
き

テ
ー
マ
を
決
め
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問　

　

町
内
に
於
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業

の
誘
致
や
龍
郷
町
開
発
公
社
の

設
立
構
想
は
。

　

答
（
副
町
長
）　

　

郡
内
で
唯
一
光
通
信
回
線
が

町
内
全
域
に
通
じ
て
い
て
準
備

は
整
っ
て
い
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企

業
が
い
な
い
の
は
大
き
な
課
題

と
認
識
し
て
お
り
、
実
現
に
向

け
て
誘
致
し
た
い
。
開
発
公
社

に
関
し
て
は
み
ら
い
会
議
の
議

論
も
踏
ま
え
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。　

　

問　

　

龍
郷
町
「
道
の
駅
」
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
現
在
の
島
育
ち

館
は
建
物
や
付
属
設
備
等
の
老

朽
化
が
著
し
く
今
後「
道
の
駅
」

と
し
て
の
機
能
を
持
ち
あ
わ
せ

た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

　

答
（
副
町
長
）　

　

今
後
の
財
政
状
況
や
事
業
展

開
も
合
わ
せ
て
考
慮
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

用
語
説
明
　

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
と
は

　
２
国
間
の
協
定
に
基
づ
い
て
、
青

年
が
異
な
っ
た
文
化
（
相
手
国
）
の

中
で
休
暇
を
楽
し
み
な
が
ら
、
そ
の

間
の
滞
在
資
金
を
補
う
た
め
に
一
定

の
就
労
を
認
め
る
特
別
な
制
度
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は
　

　
情
報
通
信
技
術
の
略
で
、
通
信
技

術
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
指
し
、
情
報
処
理
だ
け
で
は
な

く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
通

信
技
術
を
利
用
し
た
産
業
や
サ
ー
ビ

ス
の
総
称
。

バ
ス
運
行
廃
止
路
線
に
つ
い
て

地
方
創
生
を
考
え
る
に
つ
い
て

龍
郷
町
行
政
改
革
大
綱
に
つ
い
て

戸口～ビッグツー廃止路線

島育ち産業館

広
報
た
つ
ご
う

10
月
号

ト
ピ
ッ
ク
ス

チ
ャ
レ
ン
ジ

た
つ
ご
う

フ
ォ
ト

レ
ポ
ー
ト

奄
美
野
生
生
物

保
護
セ
ン
タ
ー

企
画
観
光
課

議
会
だ
よ
り

保
健
福
祉
課

生
活
環
境
課

町
の
動
き

り
ゅ
う
が
く
館

そ
の
他

お
知
ら
せ
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問　

　

本
茶
ト
ン
ネ
ル
内
の
ラ
ジ
オ

放
送
再
開
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　

答
（
町
長
）　

　

ト
ン
ネ
ル
は
大
島
支
庁
が
管

理
者
の
為
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
現
在
故
障
中
で
、
整
備
に

は
大
規
模
な
改
修
費
用
が
必
要

と
の
事
で
、
再
開
の
目
途
は

立
っ
て
い
な
い
。

離
が
長
い
こ
と
で
の
水
温
の
上

昇
や
、
安
木
屋
場
集
落
住
民
の

使
用
す
る
需
要
量
と
の
バ
ラ
ン

ス
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
他

集
落
で
も
こ
う
い
っ
た
現
象
が

あ
る
か
な
ど
検
証
し
な
が
ら
、

調
査
い
た
し
ま
す
。

　

問　

　

町
道
安
木
屋
場
一
号
線
の
整

備
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　

答
（
町
長
）　

　

集
落
内
の
教
会
か
ら
安
木

屋
場
ト
ン
ネ
ル
手
前
ま
で
の

３
１
５
メ
ー
ト
ル
で
、
当
該
区

間
は
幅
員
が
狭
く
排
水
溝
も
簡

易
で
あ
り
、
以
前
よ
り
整
備
要

望
が
あ
っ
た
所
で
す
。
道
路
沿

い
に
家
屋
が
接
し
拡
幅
す
る
の

も
困
難
で
、
今
後
整
備
す
る
に

は
、
関
係
地
主
の
理
解
と
協
力

が
必
要
で
す
。

　

問　

　

中
勝
、
大
勝
に
あ
る
自
衛
隊

官
舎
建
設
工
事
職
員
の
宿
舎
購

入
の
考
え
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

行
政
財
産
、
資
材
等
の
一
時

保
管
場
所
が
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
防
衛
省
の
工
事
終
了

後
の
プ
レ
ハ
ブ
を
、
町
が
引
き

取
っ
て
、
一
時
保
管
場
所
と
し

て
、
使
用
で
き
な
い
か
管
理
会

社
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
仮
設

リ
ー
ス
契
約
し
て
い
る
物
件
で

防
衛
省
工
事
終
了
後
は
リ
ー
ス

会
社
に
返
却
す
る
た
め
、
町
へ

売
却
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

の
回
答
で
す
。

伊勢　勝義 議員

　

問　

　

秋
名
ト
ン
ネ
ル
の
照
明
の
改

善
を
。

　

答
（
町
長
）　

　

秋
名
、
幾
里
、
嘉
渡
集
落
か

ら
も
要
望
も
あ
り
、
大
島
支
庁

へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
、

町
内
で
計
画
的
に
長
寿
命
化
計

画
に
よ
る
診
断
及
び
修
繕
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
秋
名
ト

ン
ネ
ル
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

問　

　

国
道
、
県
道
の
道
路
反
射
板

の
整
備
を
。

　

答(

町
長)　

　

国
道
、
県
道
の
管
理
者
は
県
の

た
め
、
現
場
を
確
認
し
大
島
支
庁

へ
要
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問　

　

安
木
屋
場
水
道
水
の
温
度
上

昇
の
原
因
と
改
善
策
は
。　

　

答
（
町
長
）　

　

水
温
上
昇
の
原
因
と
し
て
想

定
さ
れ
る
夏
季
期
間
の
円
配
水

池
か
ら
安
木
屋
場
間
の
送
水
距

道
路
整
備
に
つ
い
て

生
活
環
境
に
つ
い
て

自
衛
隊
官
舎
整
備
の
た
め
の

宿
舎
払
下
げ
に
つ
い
て

本茶トンネル

自衛隊官舎整備のための宿舎

町道安木屋場１号線

次の定例会は12月中旬を
予定しています

あなたも議会を傍聴してみませんか？

場所：龍郷町役場２Ｆ

当日は受付用紙に

住所氏名を記入

するだけです。
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う
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ッ
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ャ
レ
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ォ
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議決結果

（　議　案　）

・龍郷町子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 可決(全員）

・平成30年度龍郷町一般会計補正予算（第2号） 可決(全員）

・平成30年度龍郷町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第1号） 可決(全員）

・平成30年度龍郷町介護保険事業特別会計補正予算（第1号） 可決(全員）

・平成30年度龍郷町水道事業会計補正予算（第2号） 可決(全員）

・平成30年度龍郷町生活排水処理事業特別会計補正予算（第1号） 可決(全員）

・平成30年度龍南中学校屋内運動場整備事業建築本体工事請負契約の締結 可決(全員）

（　認　定　）

・平成29年度龍郷町一般会計歳入歳出決算 認定(全員）

・平成29年度龍郷町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算 認定(全員）

・平成29年度龍郷町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算　 認定(全員）

・平成29年度龍郷町介護保険事業特別会計歳入歳出決算 認定(全員）

・平成29年度龍郷町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 認定(全員）

・平成29年度龍郷町生活排水処理事業特別会計歳入歳出決算 認定(全員）

・平成29年度龍郷町デジタル放送事業特別会計歳入歳出決算 認定(全員）

（　諮　問　）

・人権擁護委員候補者の推薦（重村　洋一氏） 答申

（　同　意　）

・龍郷町教育委員会委員の任命について（窪島　將公氏） 同意(全員）

〇各常任委員会の構成が決定しました。
　

委 員 長

副委員長

委　　員

〃

〃

前　田　豊　成

圓　山　和　昭

総務厚生常任委員会 経済建設常任委員会

(平成30年9月14日～)

田　畑　　　浩

伊　勢　勝　義

窪　田　圭　喜

平　岡　　　馨

川　畑　信　一

德　永　義　郎

伊　集　院　巖

岩　﨑　晴　海

◎人権擁護委員には、　重村　洋一氏　に決定しました。

第３回定例会で審議された案件と議決結果

案　　　　　　　件  

◎教育委員には、　窪島　將公氏　に決定しました。

区　分
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環境文化型
体験交流事業とは

第 6 回
■
法
人
が
目
指
す
も
の

　

こ
れ
か
ら
立
ち
上
げ
る
法
人
が
目
指
す
も
の
は
何
か
？

事
業
構
想
を
軸
に
、
準
備
委
員
会
で
具
体
的
に
中
身
を
詰

め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
重
視
し
た
の
は
、「
誰
」
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
製
品
で
も

サ
ー
ビ
ス
で
も
、「
誰
」
が
具
体
的
で
は
な
く
、「
誰
で
も

い
い
か
ら
」
と
あ
れ
も
こ
れ
も
と
良
い
と
言
わ
れ
る
も
の

を
全
て
取
り
込
む
と
、
印
象
に
残
ら
な
い
も
の
が
出
来
上

が
り
ま
す
。
本
稿
第
２
回
の
研
修
第
２
弾
で
も
ご
紹
介
し

た
講
師
の
方
も
、「
誰
」
に
「
ど
う
な
っ
て
欲
し
い
か
」
を

明
確
に
し
、「
絞
る
勇
気
」
が
必
要
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

自
分
た
ち
が
考
え
る
「
誰
」
を
具
体
的
に
す
る
こ
と
で
、

事
業
に
一
貫
性
が
保
て
、
差
別
化
に
も
繋
が
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
ペ
ル
ソ
ナ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と

呼
び
、事
業
戦
略
に
重
宝
さ
れ
る
手
法
で
、私
た
ち
も
「
誰
」

を
明
確
に
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
沿
っ
た
事
業
作
り
を
し
て

い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

■
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
思
い
描
い
た
「
場
」
づ
く
り

　

自
分
た
ち
が
求
め
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
像
は
、
様
々
な
「
場
」

づ
く
り
で
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
シ
マ
の
暮
ら

し
ぶ
り
を
伝
え
る
事
業
の
中
で
、
物
理
的
な
「
場
」
と
な

る
「
飲
食
拠
点
」
で
す
。
飲
食
拠
点
で
は
、
シ
マ
料
理
中

心
の
予
定
で
す
が
、
営
業
時
間
、
メ
ニ
ュ
ー
、
内
装
、
レ

イ
ア
ウ
ト
、
設
備
等
々
お
店
の
全
て
の
要
素
に
対
し
て
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
喜
び
そ
う
な
も
の
は
何
か
と
思
い
描
き
な

が
ら
議
論
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
雰
囲
気
の
「
場
」
づ

く
り
と
し
て
、
法
人
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
意
識
し
な
が
ら
、
皆
で
議
論
し
て
作
り
ま

し
た
。
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
づ
く
り
に
は
、
秋
名
小
学
校
保

護
者
の
呼
び
か
け
に
よ
り
児
童
た
ち
に
も
協
力
し
て
も
ら

う
事
が
で
き
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
有
り
難
い
協
力
の
お
蔭

で
、
地
域
に
と
っ
て
親
し
み

を
持
ち
や
す
く
な
り
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
イ
メ
ー
ジ
に
も

ピ
ッ
タ
リ
な
デ
ザ
イ
ン
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、法
人
の
様
々
な
「
場
」

づ
く
り
で
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
思
い
描
き
な
が
ら
、
作
り

上
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

　龍郷町は、地域の課題に果敢に挑む地域の

活動を応援し、地域によるチャレンジがますま

す拡がることを目指します。そして、このコー

ナーでは、秋名・幾里で動き出した「環境文化

型体験交流事業」とは、どんな活動なのかを

地域おこし協力隊の村上が連載形式でご紹介

します。

平成28年度平成29年度
７月~４月11月~８月３月~12月７月~４月11月~８月３月~12月

平成30年度
７月~４月11月~８月３月~12月

芝
浦
工
業
大
学

秋
名
幾
里
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・旧
秋
名
幼
稚
園
活
用
方
法
検
討

・シ
マ
の
魅
力
発
掘
調
査

・ア
ラ
セ
ツ
満
喫
ツ
ア
ー
実
施
提
案

・地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
助
成
金
に
応
募

・助
成
金
決
定

・ツ
ア
ー
実
行
委
員
会
発
足

　・研
修
第
１
弾

　・研
修
第
２
弾

　・先
進
地
視
察

　・ア
ラ
セ
ツ
満
喫
ツ
ア
ー（
実
証
実
験
）

・集
落
へ
法
人
設
立
提
案

・役
場
に
報
告

・役
場
よ
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
活
用
打
診

・秋
幾
運
営
委
員
会
へ
報
告
、実
施
決
定

・法
人
設
立
準
備
委
員
会
発
足

・ア
ラ
セ
ツ
満
喫
ツ
ア
ー

・法
人
設
立

集落調査
集落と検討作業

活性化施策提案参考資料として
検討に活用

龍
郷
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊 

着
任

活 動 連 携

こ
れ
ま
で
の
活
動

民
泊
ス
タ
ー
ト

今回ご紹介部分
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う
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■
第
２
回
ア
ラ
セ
ツ
満
喫
ツ
ア
ー

　

今
回
、
皆
で
考
え
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
早
速
試
す
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
昨
年
、
試
験
的
に
行
っ
た
「
ア
ラ
セ
ツ
満

喫
ツ
ア
ー
」
で
す
。
今
年
は
一
般
募
集
に
踏
み
切
り
、タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
近
い
「
都
市
部
在
住
30
代
女
性
」
に
予
約
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
し
た
。
宣
伝
に
苦
戦
し

ま
し
た
が
、
東
京
、
埼
玉
、
鹿
児
島
か
ら
30
～
40
代
の
女

性
３
名
に
ご
予
約
頂
き
、
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
も
「
イ
ベ
ン
ト
民
泊
」
形
式
で
行
い
、
民
泊
に
ご
協

力
頂
い
た
方
の
温
か
く
て
明
る
い
人
柄
の
お
蔭
で
、
参
加

者
は
感
激
し
た
様
子
で
口
を
揃
え
て
「
お
母
さ
ん
、
ま
た

帰
っ
て
く
る
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
一
言
は

法
人
が
目
指
す
理
念
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
上
に
嬉
し

か
っ
た
こ
と
は
、
民
泊
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
方
が
、「
娘

が
出
来
た
よ
う
だ
」「
楽
し
か
っ
た
」
と
、
と
て
も
喜
ん
で

下
さ
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
は
「
集
落
の
人
も
楽
し
ん
で
」

と
い
う
も
う
一
つ
の
法
人
理
念
で
も
あ
り
ま
す
。
み
ん
な

伝
え
な
が
ら
「
集
落
の
人
も
楽
し
ん
で
」、「
ま
た
来
た
い
」

と
思
え
る
場
を
皆
で
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
工
夫
し
、
シ
マ
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
伝
え
た
ツ
ア
ー
は
、

秋
名
の
可
能
性
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

■
集
落
で
観
光
を

す
る
と
い
う
こ
と

　

ツ
ア
ー
を
終
え
、
法

人
設
立
目
標
の
11
月
は

目
の
前
。
委
員
か
ら
、

設
立
前
に
集
落
に
法
人

の
状
況
を
ち
ゃ
ん
と
伝

え
た
い
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
集
落
の

為
と
は
言
っ
て
も
、
集

落
と
き
ち
ん
と
関
係
を

作
ら
な
け
れ
ば
前
に
進

み
ま
せ
ん
。
と
て
も
大
切
な
事
で
す
。
そ
し
て
、
10
月
９

日
に
集
落
住
民
向
け
に
準
備
委
員
会
主
催
で
、
法
人
の
設

立
背
景
、
目
的
、
計
画
に
つ
い
て
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

若
手
も
参
加
し
て
く
れ
て
頼
も
し
い
限
り
で
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、
色
々
質
問
も
頂
き
ま
し
た
が
、
期
待
・
不
安
・

疑
問
、
前
例
も
実
績
も
な
い
活
動
な
の
で
色
々
な
見
方
が

あ
っ
て
当
然
で
す
。
法
人
と
し
て
は
、
誠
実
に
、
地
域
の

理
解
を
得
な
が
ら
も
、
地
域
に
と
っ
て
真
に
意
味
の
あ
る

事
業
に
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
集
落
で
観
光
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
外
の
人
を
集
落

に
招
き
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
集
落
に
不
安
を
与

え
る
こ
と
な
く
、
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
。
シ
マ
の
魅
力
を

この記事を書いた人

龍郷町地域おこし協力隊

村上 裕希（36 歳）

奈良県生駒市出身、横浜市育ち。

奄美の人々の温かさに魅了され、何度

も通ううちに移住を決意。大好きな島

に貢献するやりがいに魅かれ協力隊に

応募。妻と息子（3 歳 ) の３人で秋名に

暮らす。
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☆龍郷町の一部地域は
　アマミノクロウサギの
　生息域になっています。

☆毎年 9～ 12 月頃に
　事故発生数が増加します。

☆地図の要注意区間では、アマミノ
　クロウサギが活動する夜間は注意し、特に林道ではアマミノ
　クロウサギが急に飛び出してきても、すぐに止まれる速度で
　運転をお願いします。

運転にはゆとりを、

生きものたちには

思いやりを。

希少種の保護にも

ご協力お願いします。

10 ～ 11 月は
アマミノクロウサギ交通事故防止
キャンペーン期間です！

当該地域の多くは国立公園として指定されており、特別地域内
では昆虫採集のためのトラップなどを設置する場合は事前に許
可申請が必要になりますのでご注意ください。また、国立公園
区域の内外に関わらず、以下の法律と条令で指定されている希
少種や天然記念物（以下の QR コードを参照）を許可なく捕獲・
採取等することは禁止されていますのでご注意ください。

　　　　　奄美大島に生息・生育する希少な動植物を守るため、
　　　　　ご理解とご協力をお願い致します。

環境省奄美野生生物保護センター

℡：55-8620
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11
月
11
日

　日
曜
日

平成30年度　第2回 巡回狂犬病予防注射・畜犬登録日程

浦生活館

大勝 生活館

川内へき地集会所

戸口地区振興センター

中勝コミュニティーセンター

手広地区振興センター

芦徳公民館

赤尾木公民館

玉里コミュニティーセンター

瀬留生活館

久場へき地集会所

龍郷保健福祉館

安木屋場公民館

円公民館

嘉渡生活館

秋名コミュニティーセンター

  ８：40 ～  ９：00 20分間

  ９：10 ～  ９：30 20分間

  ９：35 ～  ９：45 10分間

  ９：55 ～ 10：15 20分間

10：25 ～ 10：45 20分間

11：05 ～ 11：20 15分間

12：45 ～ 13：00 15分間

13：10 ～ 13：40 30分間

13：55 ～ 14：10 15分間

14：15 ～ 14：30 15分間

14：35 ～ 14：45 10分間

14：50 ～ 15：00 10分間

15：10 ～ 15：20 10分間

15：30 ～ 15：40 10分間

15：50 ～ 16：00 10分間

16：10 ～ 16：20 10分間

登録済の犬の場合
予防注射料3,400円 ＝ 合計 3,400円

未登録の犬の場合
登録料3,000円 ＋ 予防注射料3,400円
　　　　　　　　    ＝ 合計 6,400円

　狂犬病予防注射と畜犬登録を11月11日(日)に下
記の日程で行います。
　狂犬病予防法により、生後91日以上の犬には、

「生涯に1度の登録」と「年1回の狂犬病予防注射」が
義務付けられていますので、飼い主の方は必ず受
けさせてください。

○どの会場でも予防注射を受けることが出来ますので、
　ご都合のよい会場にお越しください。

○必ず、首輪、引き綱（リード）を着用すること。
　フンは飼い主が始末しましょう。

※交通事情等により予定時間が多少遅れる場合がございます
　のでご了承ください。

【問合先】
役場生活環境課　☎６９‐４５２５( 直通 )
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☆龍郷町の一部地域は
　アマミノクロウサギの
　生息域になっています。

☆毎年 9～ 12 月頃に
　事故発生数が増加します。

☆地図の要注意区間では、アマミノ
　クロウサギが活動する夜間は注意し、特に林道ではアマミノ
　クロウサギが急に飛び出してきても、すぐに止まれる速度で
　運転をお願いします。

運転にはゆとりを、

生きものたちには

思いやりを。

希少種の保護にも

ご協力お願いします。

10 ～ 11 月は
アマミノクロウサギ交通事故防止
キャンペーン期間です！

当該地域の多くは国立公園として指定されており、特別地域内
では昆虫採集のためのトラップなどを設置する場合は事前に許
可申請が必要になりますのでご注意ください。また、国立公園
区域の内外に関わらず、以下の法律と条令で指定されている希
少種や天然記念物（以下の QR コードを参照）を許可なく捕獲・
採取等することは禁止されていますのでご注意ください。

　　　　　奄美大島に生息・生育する希少な動植物を守るため、
　　　　　ご理解とご協力をお願い致します。

環境省奄美野生生物保護センター

℡：55-8620



　
大
島
税
務
署
で
は
、事
業
者
の
方
を
対

象
と
し
て
、消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
多
く
の
事
業
者
の
方
に
関
係
す
る
制
度

で
す
の
で
、是
非
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時  

平
成
30
年
11
月
20
日（
火
）

　
　  

午
後
３
時
15
分
〜
午
後
４
時
45
分

場
所  

奄
美
文
化
セ
ン
タ
ー（
大
ホ
ー
ル
）

         

奄
美
市
名
瀬
長
浜
町
５
１
７

定
員   

１
，４
０
０
名

　
当
日
は
、同
会
場（
10
時
00
分
〜
12
時
00

分
及
び
13
時
00
分
〜
15
時
00
分
）に
て
、平

成
30
年
分
給
与
所
得
の
年
末
調
整
説
明
会

も
開
催
し
ま
す
。

問
合
先

大
島
税
務
署
　
法
人
課
税
部
門

☎
０
９
９
７-

５
２-

４
３
２
１（
代
表
）

※

お
電
話
の
際
は
、音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

沿
っ
て
、『
２
』を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　
11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）日
は「
年
金

の
日
」で
す
。年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受

給
見
込
額
を
確
認
し
、未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、い
つ

で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る

ほ
か
、将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い

て
、ご
自
身
の
年
金
記
録
を
基
に
様
々
な

パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て
は
、日

本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

い
た
だ
く
か
、左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
先

奄
美
大
島
年
金
事
務
所

☎
０
９
９
７-

５
２-

４
３
４
１

（
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
後
に
２
↓
２
）

11
月
30
日
は

　
　「
年
金
の
日
」で
す

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

　
　
　説
明
会
の
ご
案
内

　
活
発
な
子
、お
と
な
し
い
子
、よ
く
し
ゃ

べ
る
子
、子
ど
も
は
十
人
十
色
で
す
。で
も

、子
育
て
を
す
る
中「
小
さ
い
頃
は
よ
く
話

し
て
い
た
の
に
最
近
は
ち
っ
と
も
話
し
て

く
れ
な
い…

」「
い
う
こ
と
を
聞
か
な
い
！

」な
ど
、お
子
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
と
り
方
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
保
護
者

の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
機
会
に
、お
子
さ
ん
と
の
触
れ
合
い

方
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

月
日
　
平
成
30
年
11
月
30
日（
金
）

受
付
　
午
後
２
時
15
分
〜

開
始
　
午
後
２
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

場
所
　
り
ゅ
う
が
く
館
　
講
堂

講
演
　「
こ
と
ば
の
力
」

　
　
　
　
宇
検
村
教
育
相
談
員

　
　
　
　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　
　
　 

南
澤
　
響
子  

氏

問
合
先

龍
郷
町
学
校
保
健
会
事
務
局（
龍
北
中
）

☎
０
９
９
７-

６
２-

４
２
０
０

平
成
30
年
度

龍
郷
町
学
校
保
健
研
究
大
会

　
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
社
会
参
加
な

ど
の
活
動
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
て
い
ま

す
が
、貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
の
商
品
券
交

換
が
11
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
商
品

券
交
換
が
で
き
る
期
間
は
、２
月
28
日
ま

で
で
す
。
交
換
さ
れ
た
商
品
券
の
使
用
期

限
は
３
月
20
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。商

品
券
交
換
を
希
望
さ
れ
る
方
は
印
鑑
と
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
役
場
保
健
福
祉
課
ま
で

ご
持
参
下
さ
い
。

元
気
度
ア
ッ
プ
ど
ぅ
く
さ
ポ
イ
ン
ト
の

商
品
券
交
換
に
つ
い
て

女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
を
実
施
し

ま
す
。相
談
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。相
談
に

は
、法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委
員
が

応
じ
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　 

ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

　
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

　（
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
）

日
時
　
平
成
30
年
11
月
12
日（
月
）

　
　
　
〜
18
日（
日
）

平
日
　
午
前
８
時
30
分 

〜 

午
後
７
時

土
日
　
午
前
10
時 

〜 

午
後
５
時

問
合
先

鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
９‐

２
５
９‐

０
６
８
４

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
月
間
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2020年３月
まで使えます！！

2019 2019

　
鹿
児
島
県
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
、鹿

児
島
県
民
手
帳
２
０
１
９
年
版
が
販
売
を

開
始
し
ま
し
た
。か
ご
し
ま
の
祭
り
・
行
事

を
新
た
に
掲
載
し
た
ほ
か
、県
内
５
施
設

の
割
引
パ
ス
ポ
ー
ト
、鹿
児
島
県
の
概
要

等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

定
価
　
５
０
０
円（
税
抜
）

規
格
　
縦
15
セ
ン
チ×

横
８
．５
セ
ン
チ

販
売
　
企
画
観
光
課
内

問
合
先

企
画
観
光
課

☎
０
９
９
７-

６
９-

４
５
１
２ 

２
０
１
９
年
度
版

鹿
児
島
県
民
手
帳
販
売
中

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

　
大
島
本
島
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
適
正
処
理
推
進
協
議
会
で
は
農
業
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
適
正
処
理
を
行
う

た
め
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
や
肥
料
袋
、農
薬
の
プ

ラ
容
器
、牧
草
用
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
使

用
済
み
の
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

処
理
を
行
う
皆
さ
ん
は
、11
／
８（
木
）午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
間
に
あ
ま

み
農
協
龍
郷
支
所
購
買
部
の
横
に
印
鑑
を

ご
持
参
の
う
え
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、回
収
費
用
と
し
て
１
キ
ロ
当
た

り
40
円
の
個
人
負
担
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

農
薬
の
プ
ラ
容
器
は
事
前
に
水
洗
い
を
し

た
う
え
で
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

農
林
水
産
課

☎
０
９
９
７‐
６
９‐

４
５
２
４

あ
ま
み
農
協
龍
郷
支
所

☎
０
９
９
７‐

６
２‐
３
０
０
０

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

回
収
に
つ
い
て

　
今
年
も「
笠
利
埼
灯
台
」を
左
記
の
と
お

り
無
料
で
公
開
し
ま
す
。
奄
美
大
島
北
端

の
笠
利
埼
灯
台
か
ら
の
絶
景
と
、海
の
道

標
で
あ
る
灯
台
の
光（
特
別
に
日
中
点
灯
）

を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
業
務
紹
介
等
も

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
　
11
月
３
日（
土
・
祝
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
　
笠
利
埼
灯
台（
奄
美
市
笠
利
町
）

※

小
雨
決
行

問
合
先

奄
美
海
上
保
安
部
交
通
課

☎
０
９
９
７‐

５
３‐

５
５
６
９

※

今
年
は
、日
本
最
初
の
洋
式
灯
台
が
起

工
さ
れ
た
１
８
６
８
年
か
ら
数
え
て
１
５

０
周
年
の
節
目
の
年
の
灯
台
記
念
日（
11

月
１
日
）に
な
り
ま
す
。

笠
利
崎
灯
台
一
般
公
開

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
に
つ
い

て
も
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
30
年
11
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

11
／
8（
木
）

　
大
倉
克
大
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

11
／
15（
木
）

　
早
瀬
弥
恵
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

11
／
22（
木
）

　
宮
路
真
行
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
午
前
12
時

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は
一
人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を

ま
と
め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け

て
申
込
さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

問
合
先
・
予
約
先

奄
美
市
役
所
市
民
恊
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎
０
９
９
７‐

５
２‐

１
１
１
１

　（
内
線
１
７
１
６
）

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
も

市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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11 月は児童虐待防止推進月間です 
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りゅうがく館だより 平成 30 年

10月号

お願い

新着図書案内
●一般書● ●児童書●

読書の秋、到来！　本を読むことは、世界を見つめること。

ちょっと腰を落ち着けて、読書の旅を楽しんでみませんか？

『幕末・維新人物伝 小松帯刀』
（加来 耕三/ポプラ社）
「維新の十傑」の一人に数えられ
ながら、知名度の低い鹿児島の偉
人、小松帯刀。大河ドラマ「西郷ど
ん」では脇役として描かれている
が、若き家老として西郷隆盛・大

久保利通を従え、薩長同盟の成立や大政奉還の実
現に尽力するなど、明治維新の真の立役者であった
。坂本龍馬からも新政府の人事構想で筆頭に挙げ
られていたほどの人物である。寛容な人柄で人望も
厚かったが、36歳の若さで病死。彼が生きていれば
、西南戦争は避けられたのかもしれない。

『ビブリア古書堂の事件手帖
～扉子と不思議な客人たち
～』

（三上 延/KADOKAWA）
累計680万部の国民的ビブリオミ
ステリ。11月１日からは実写映画
の全国ロードショーが予定されて
いる。シリーズ自体は完結してい

るが、この度、その「後日談」が出版された。古書店の
店主である栞子と夫の大輔、そして２人の７歳になる
娘「扉子」が新たなキャラクターとして登場する。１冊
の本にまつわる出来事を栞子が扉子に物語る形で進
行するストーリーは、ビブリアファンの期待を裏切らず
楽しませてくれることだろう。

｜今月のおすすめ｜ ｜今月のおすすめ｜

図書室で借りた本をお風呂で読むと、湯気で本がふやけてしまい、弁

償対象となります。入浴中に読書をされる場合は、図書室の本は避け

て頂きますよう、お願い致します。

・『エルマーとクジラ』 （デビッド・マッキー/BL出版）

・『ふしぎ駄菓子屋　銭天堂 10』 （廣嶋 玲子/偕成社）

・『わにわにとあかわに』 （小風 さち/福音館書店）

・『チリとチリリ   ちかのおはなし』 （どい かや/アリス館）

・『戦国人物伝　宮本武蔵』 （加来 耕三/ポプラ社）

・『ハリー・ポッターと死の秘宝　上・下』 
（J.K.ローリング/静山社）

・『世界のともだち　25～36』 （石川 梵ほか/偕成社）

・『オックスフォード・リーディング・ツリー』 
（Roderick Hunt/オックスフォード大学出版局）

・『西南戦争　歴史を変えた日本の戦い』
 （加来 耕三/ポプラ社）

他、合計47冊

・『１日１ページ、読むだけで身につく世界の教養365』 
（デイヴィッド・S・キダー/文響社）

・『自分でやりたい人の最新バイク・メンテナンス』 
（太田 潤/成美堂出版）

・『元素に恋して』 （千代田 ラフト/創元社）

・『華と刻　ハーバリウム設計図』 
（KIYOU KAWASHIMA/エムディエヌコーポレーション）

・『星をつなぐ手』 （村山 早紀/PHP研究所）

・『下町ロケット　ヤタガラス』 （池井戸 潤/小学館）

・『おかんメール　リターンズ』 
（『おかんメール』制作委員会/扶桑社）

・『圧縮！ 西郷どん』 （いのうえ さきこ/集英社）

他、合計53冊

　関西龍郷会（窪田圭良会長）の第55回総会・芸能
大会が10月8日（月）、兵庫県尼崎市のホテルヴィス
キオ尼崎であり、関西在住の龍郷町出身者及び来
賓の方々，約200名が出席し、会場は大きな熱気に
包まれました。本町からは町長、議会議長、企画観

光課職員の3名が
参加し，親睦を深
めるとともに，ふ
るさと納税など町
の取組ついての
報告を行いまし
た。

　給食センターでは日頃から地産地消に取り組んでい
ます。この日は初の試みとして秋名集落産の新米（秋幾
農業創成塾提供コシヒカリ）が各学校の給食に登場。
町長は秋名小学校を訪問し、児童らと給食を味わいま
した。町長は「安心安全な食材で給食を楽しんでほし

い。また、地元農家の
生産意欲向上になれ
ば」と語りました。こ
の日は他に豆腐やパ
パイヤ、もずくが地元
産でした。

TatsugoTownTopics

関西郷友会
第55回総会・芸能大会

　龍郷町役場では、大島紬を着用する機会を増
やし、もっと魅力を伝えたいという想いから、
町民税務課職員が紬のベストや、ワンピースを

着用し、窓口業務
を行ってます。ベ
ストや陣羽織は勤
務時の服装と合わ
せやすく、ワンピ
ースは可愛いと好
評です。役場に来
庁される際はぜひ
気にかけてみて下
さい。

　東京にある大正大学地域創生学部の１年生８名が
９月から10月にかけて「奄美の自然環境と世界自然
遺産」をテーマに地域実習を実施しました。10月10日
（火）には龍郷町で行っている野良猫対策事業（ＴＮ
Ｒ事業）について学習し，学生たちは真剣なまなざし

でフィールドワーク
を通じて理解を深
めました。

　東京にある大正大学地域創生学部の１年生８名が
９月から10月にかけて「奄美の自然環境と世界自然
遺産」をテーマに地域実習を実施しました。10月10日
（火）には龍郷町で行っている野良猫対策事業（ＴＮ
Ｒ事業）について学習し，学生たちは真剣なまなざし

でフィールドワーク
を通じて理解を深
めました。

大正大学地域創生学部
地域実習を実施しました

　９月30日、奄美大島を直撃した台風24号。町内で80
世帯106人が近くの公民館等に避難しました。電話、光
ケーブルの不通が今現在（H30.10.25）も一部地域で続
いています。町と社会福祉協議会では全壊、または半
壊した人家を対象に見舞に周りました。この日訪れた

のは龍郷集落の豊
さん宅（屋根半
壊）。町長は「大変
でしたね。気を落
とさないで頑張っ
て下さい」と声を
かけました。

　この日、県の「第３次男女共同参画基本計画」
の一環として男女共同参画授業が行われました。
講師を務めたのは男女共同参画関連のワークショ
ップデザイナーや多様性トレーナーとして活躍す
る髙﨑恵さん。児童・生徒たちは自分や互いを認
め合い尊重する大切さ、「相手」を主語として攻

撃する「ＹＯＵメ
ッセージ」ではな
く「自分」を主語
として想いを伝え
る「Ｉメッセージ
」でのコミュニケ
ーション方法を学
びました。

10/
11

10/
８

10/
８台風24号

全壊１戸、半壊22戸見舞う

10/
10

10/
17・18 龍北中学校・赤徳小中学校

子どもたちの男女共同参画学びの広場

安心安全な給食
秋名集落のお米を味わう

10/
17 龍郷町役場

紬を着用し窓口業務
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　関西龍郷会（窪田圭良会長）の第55回総会・芸能
大会が10月8日（月）、兵庫県尼崎市のホテルヴィス
キオ尼崎であり、関西在住の龍郷町出身者及び来
賓の方々，約200名が出席し、会場は大きな熱気に
包まれました。本町からは町長、議会議長、企画観

光課職員の3名が
参加し，親睦を深
めるとともに，ふ
るさと納税など町
の取組ついての
報告を行いまし
た。

　給食センターでは日頃から地産地消に取り組んでい
ます。この日は初の試みとして秋名集落産の新米（秋幾
農業創成塾提供コシヒカリ）が各学校の給食に登場。
町長は秋名小学校を訪問し、児童らと給食を味わいま
した。町長は「安心安全な食材で給食を楽しんでほし

い。また、地元農家の
生産意欲向上になれ
ば」と語りました。こ
の日は他に豆腐やパ
パイヤ、もずくが地元
産でした。

TatsugoTownTopics

関西郷友会
第55回総会・芸能大会

　龍郷町役場では、大島紬を着用する機会を増
やし、もっと魅力を伝えたいという想いから、
町民税務課職員が紬のベストや、ワンピースを

着用し、窓口業務
を行ってます。ベ
ストや陣羽織は勤
務時の服装と合わ
せやすく、ワンピ
ースは可愛いと好
評です。役場に来
庁される際はぜひ
気にかけてみて下
さい。

　東京にある大正大学地域創生学部の１年生８名が
９月から10月にかけて「奄美の自然環境と世界自然
遺産」をテーマに地域実習を実施しました。10月10日
（火）には龍郷町で行っている野良猫対策事業（ＴＮ
Ｒ事業）について学習し，学生たちは真剣なまなざし

でフィールドワーク
を通じて理解を深
めました。

　東京にある大正大学地域創生学部の１年生８名が
９月から10月にかけて「奄美の自然環境と世界自然
遺産」をテーマに地域実習を実施しました。10月10日
（火）には龍郷町で行っている野良猫対策事業（ＴＮ
Ｒ事業）について学習し，学生たちは真剣なまなざし

でフィールドワーク
を通じて理解を深
めました。

大正大学地域創生学部
地域実習を実施しました

　９月30日、奄美大島を直撃した台風24号。町内で80
世帯106人が近くの公民館等に避難しました。電話、光
ケーブルの不通が今現在（H30.10.25）も一部地域で続
いています。町と社会福祉協議会では全壊、または半
壊した人家を対象に見舞に周りました。この日訪れた

のは龍郷集落の豊
さん宅（屋根半
壊）。町長は「大変
でしたね。気を落
とさないで頑張っ
て下さい」と声を
かけました。

　この日、県の「第３次男女共同参画基本計画」
の一環として男女共同参画授業が行われました。
講師を務めたのは男女共同参画関連のワークショ
ップデザイナーや多様性トレーナーとして活躍す
る髙﨑恵さん。児童・生徒たちは自分や互いを認
め合い尊重する大切さ、「相手」を主語として攻

撃する「ＹＯＵメ
ッセージ」ではな
く「自分」を主語
として想いを伝え
る「Ｉメッセージ
」でのコミュニケ
ーション方法を学
びました。

10/
11

10/
８

10/
８台風24号

全壊１戸、半壊22戸見舞う

10/
10

10/
17・18 龍北中学校・赤徳小中学校

子どもたちの男女共同参画学びの広場

安心安全な給食
秋名集落のお米を味わう

10/
17 龍郷町役場

紬を着用し窓口業務
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満１歳になりました。

この子たちに誇れる町を

みんなでつくりましょう。

わきゃシマの玉黄金

10
October

　
平
成
30
年
度
新
規
採
用
と
な
り
ま
し

た
加
藤
美
保
で
す
。
企
画
観
光
課
に
て

広
報
、
移
住
定
住
、
空
き
家
バ
ン
ク
、

高
校
生
バ
ス
等
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
東
京
で
、
９

年
前
に
家
族
で
移
住
を
し
ま
し
た
。
今

は
大
勝
集
落
に
住
ん
で
い
ま
す
。

　
私
が
感
じ
る
龍
郷
町
の
魅
力
「
人
と

人
」「
人
と
自
然
」
の
距
離
に
つ
い
て

書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
地
元
で
は
幼
稚
園
に
子
ど
も
を

迎
え
に
行
く
と
き
は
保
護
者
証
が
必
要

で
し
た
。
わ
が
子
を
迎
え
に
い
く
の
に

親
で
あ
る
証
明
が
必
要
な
ん
て
不
自
然

な
暮
ら
し
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
シ

マ
で
は
違
い
ま
す
。
集
落
の
皆
さ
ん
は

奄
美
に
ゆ
か
り
の
な
い
私
た
ち
家
族
を

温
か
く
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
す
。
取
材

で
色
々
な
と
こ
ろ
に
訪
問
す
る
と
見
ず

知
ら
ず
の
私
に
「
こ
れ
食
べ
な
さ
い
」

「
こ
れ
も
っ
て
行
き
な
さ
い
」
と
温
か

い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
す
。
シ
マ
に

は
人
と
人
と
の
間
に
や
さ
し
い
距
離
が

あ
り
ま
す
。
人
と
人
と
が
つ
な
が
っ
て

い
る
自
然
な
暮
ら
し
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
と
っ
て
も
素
敵
な
こ
と
で
す
。

　
大
自
然
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。
そ
れ

も
と
っ
て
も
身
近
な
と
こ
ろ
に
貴
重
な

自
然
が
あ
る
、
贅
沢
な
暮
ら
し
で
す
。

車
で
10
分
走
れ
ば
ハ
ワ
イ
よ
り
綺
麗
な

海
、
停
電
は
大
変
だ
け
ど
見
た
こ
と
な

い
よ
う
な
星
空
が
広
が
り
、
火
の
玉

か
！
と
思
っ
た
ら
蛍
で
し
た
。
当
た
り

前
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
の
光
景
が
と
っ

て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
人
と
人
」「
人
と
自
然
」
は
近
す
ぎ

て
も
遠
す
ぎ
て
も
住
み
に
く
い
と
思
い

ま
す
。
龍
郷
町
は
程
よ
い
距
離
が
保
た

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
広
報
、
移
住
定
住
担
当
と
な
っ
た
今

年
、
龍
郷
町
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
方

に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
の
素
敵

な
光
景
が
い
つ
ま
で
も
続
く
よ
う
で
き

る
こ
と
か
ら
少
し
づ
つ
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

役場職員職員紹介

私〇〇〇担当です

ほうぞの　 たつのすけ

寳園 竜ノ介くん H29.10.６生

  大勝　父  純一　母  多久美

いけやま　　す ず な 　

池山 鈴夏ちゃん H29.10.20生

  龍郷　父  勝徳　母  麻衣子  

まつおか  ひ   な  み

松岡 陽菜実ちゃん H29.10.16生

  浦　父  宏満　母  陽子   

まつおか  けんた

松岡 憲汰くん H29.10.16生

  浦　父  宏満　母  陽子 

お
とぅ、大好き♡

じ
い

じ、ばぁば、会いたいよ～
♡

我
が

家
の

甘えん坊☆女の人にはデレ
デ

レ
な

息
子 我

が
家

の
い

た
ずらっ子☆我が道を行

く
娘
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台風24号
　９月末に接近し奄美全体に大きな被害をもたら

した台風24号ですが、奄美自然観察の森でも大き
な被害がありました。大きな木がなぎ倒され遊歩
道を塞ぎました。倒木を逃れた植物も葉っぱが無
くなり森自体も様子が変わってしまいました。10
月は休園を余儀なくされてしまいましたが、急
ピッチで復旧を急ぎ11月から開園したいと思い
ます。

香
典
返
し
お
礼

・
肥
後 

隆
光（
故
肥
後
先
子
）

            

老
人
ク
ラ
ブ
幾
里
稲
穂
会

          

秋
名
平
瀬
マ
ン
カ
イ
保
存
会

・
岩

　み
ど
り（
故
岩

　ヱ
ミ
エ
）

                       

瀬
留
し
あ
わ
せ
会

                                  

瀬
留
集
落

・
　良
久（
故

　ミ
チ
子
）

                                      

愛
寿
園

・
竹
山
雅
之（
故
竹
山
ミ
ネ
子
）

                   

赤
尾
木
老
人
ク
ラ
ブ

【
９
月
届
出
】

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 敬

称
略

保
護
者

誠誠
也

洋
人

兼
悟

健
二

晃
輝

千
洋

優
太

屋
入

大
勝

大
勝

大
勝

浦屋
入

大
勝

円

【
９
月
届
出
】

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

が
あ
り
ま
す
。ま
た
原
稿
の
内
容
に
影

響
が
な
い
程
度
の
校
正
及
び
編
集
に
つ

い
て
は
広
報
係
に
お
任
せ
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
月
の
広
報
た
つ
ご
う
、い
か

が
で
し
た
か
？
記
事
へ
の
ご
意

見
・
ご
感
想
、身
の
回
り
で
起
き
た

楽
し
い
出
来
事
な
ど
、お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

【
住
所
】　

　
〒
８
９
４-

０
１
９
２

　
龍
郷
町
浦
１
１
０
番
地

　
龍
郷
町
役
場
企
画
観
光
課
広
報
係

【
メ
ー
ル
】

　koho@
tow
n.tatsugo.lg.jp

【
校
正
・
編
集
、掲
載
に
つ
い
て
】

　
紙
面
の
都
合
上
、掲
載
数
に
は
限
り

お
便
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

前
田

若
林

森
田

岡
村

菊
田

山
下

金
野

姫
野

莉
愛
希

紗
菜

彩
巴

拓
実

耕
生

日
和

琴
実

多
々
良

興

　テ
イ
子

大
野

　ヒ
サ
子

窪
田

　フ
ミ

岩

　
　ヱ
ミ
エ

　ミ
チ
子

岡

　和
義

萩
原

　キ
ミ
エ

浦中
勝

嘉
渡

瀬
留

浦中
戸
口

赤
尾
木

(

82)

(

83)

(

100)

(

87)

(

90)

(

91)

(

85)

15
16
17
20
21

27
28

（木）

（金）

（土）

（火）

（水）

（火）

（水）

安木屋場・瀬留・赤尾木

川内

玉里・大勝

下戸口・上戸口

円

22（水） 中勝 (12:00~)

嘉渡

円

11月のどぅくさ会

14（水）

１
３
６
７
８
12
13

（木）

（土）

（火）

（水）

（木）

（月）

（火）

安木屋場・瀬留・赤尾木

玉里

上戸口

円

中勝・中戸口

浦・芦徳

嘉渡

円

り
め
の

さ
な

い
ろ
は

た
く
み

こ
う
せ
い

ひ
よ
り

こ
と
み

た
た
ら

広
報
た
つ
ご
う

10
月
号

ト
ピ
ッ
ク
ス

チ
ャ
レ
ン
ジ

た
つ
ご
う

フ
ォ
ト

レ
ポ
ー
ト

奄
美
野
生
生
物

保
護
セ
ン
タ
ー

企
画
観
光
課

議
会
だ
よ
り

保
健
福
祉
課

生
活
環
境
課

町
の
動
き

り
ゅ
う
が
く
館

そ
の
他

お
知
ら
せ
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★

ビッグⅡ
●

戸口小●

大勝小●

役場●

龍郷町の魅力★再発見！

龍郷のこともっと知って欲しい★

この記事を書いた人

　島を挟んで左側に東シナ海、右側に太平洋の、2つの海を
同時に見渡すことができる絶景ポイントで、“写真映え”の人
気スポットです。地形が最も細くなっている所は、赤尾木集
落です。両サイドの海岸である赤尾木湾から東海岸までは
徒歩10分ほどの距離。その細い赤尾木の地形と手広集落
を、こちらの加世間の高台から一望することができます。
　行き方は、国道からビッグツー横の信号を曲がり、戸口
集落方面へ少し進むと左側に橋があるので左折してその
橋を渡ります。しばらく進むとＴ字路に突き当たるので左
へ。峠道のアップダウンを超えると、視界が開けてすぐに
駐車場が見えてきます。高台の正面から日が昇り午前中は
逆光になるため、空と海の青色が一番き
れいに見える昼前から午後にかけての観
賞がオススメです。

2 つの海が見える場所（加世間峠）

龍郷町地域おこし協力隊 辰巳 奈緒子

■どぅくさ会  14:00~16:00
■でぃでぃクラブ  
　りゅうがく館  13：30～16：00
■保健センター開放
　   乳幼児対象 10：30～ 

■   第53回
龍郷町駅伝競走大会
玉里～秋名 8：30～

■おなかスッキリ
　運動教室19：30～
■どぅくさ会  円

■楽らく体操教室
　 　・龍郷  毎週木曜 午前９：30～

・秋名/幾里  毎週木曜 午後２：00～
　 　・大勝  毎週木曜 午後２：00～
　 　・川内  毎週金曜 午後７：30～

■保健センター開放

■保健センター開放

■保健センター開放

■保健センター開放

■楽らく川

■楽らく川

■楽らく川

■楽らく川

11月行事予定 November ※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

　　■歯科健診
　　(2歳6ヶ月・5歳)
　　どぅくさぁや館
　　13：00～
■楽らく龍・秋・大
■どぅくさ会      瀬留
   安木屋場・赤尾木

■13：00～
母子歯科相談

■どぅくさ会      玉里

■どぅくさ会     川内

■どぅくさ会   上戸口

■どぅくさ会   
　浦・芦徳
■民児協定例会  
　9：30～

■どぅくさ会   
　下戸口・上戸口 ■たつごう在宅家族

の会13：30～りゅうがく館

■どぅくさ会   嘉渡

■どぅくさ会   嘉渡
■11月駐在委員会

■龍郷町名誉町民
　大島新 生誕165年祭
　中勝

■どぅくさ会   
　玉里・大勝

■どぅくさ会   円

■どぅくさ会   円

■どぅくさ会   円
■どぅくさ会
　中戸口・中勝

■どぅくさ会 12:00~
　中勝

■楽らく龍・秋・大

■楽らく龍・秋・大

■楽らく龍・秋・大

■楽らく龍・秋・大
■どぅくさ会      瀬留
安木屋場・赤尾木
中勝（12：00～）

■おはなし会10：00～
　りゅうがく館

勤労感謝の日

文化の日


